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Preliminary report on damage caused by the ballistic ejecta of the

2018 phreatic eruption of Motoshirane volcano
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　草津白根山本白根火山は1500年ぶりに活動し、水蒸気噴火を起こした。この噴火では放出火山岩塊に

よって1名の死者と11名の負傷者がでた。放出火山岩塊による被害は、本白根火山鏡池北火砕丘の

500m北〜北東を通過するロープウェイの山頂駅や搬器に及んでいる。従業員による証言では、山頂駅では少

なくとも3カ所天井が貫通している。噴火時には、50器が運行されており、そのうち28器が山麓駅に22器が山

頂駅に格納された。本調査では、山麓駅に格納されていた40器のうち噴火当時使用されていた28期の被害状

況を調査した（調査日は1月26，27日）。上り下り合わせ９器の搬器に噴石による破損が見つり、その他13器

には火山灰の付着が見られた。特に損傷のひどかった搬器は火口側の側面の窓が全損、ケーブルへの接続部の

変形、搬器自体の床を貫通した跡が見受けられた。また、9器のうち3器は火口と反対側の側面にも損傷が見ら

れた。そのほか天井部を噴石が貫通した搬器も確認された。本発表ではこれらの搬器の被災状況について紹介

する。今後、搬器の詳しい被災状況調査を実施し、放出火山岩塊の着弾速度など解明につながるデータを収集

する予定である。
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